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目的・概要 
 ・デザインを学ぶ学生が、子ども向け・親子向け
のオリジナルアートワークショップを企画し、地域
のイベントや施設などで開催する。 

  

→ 自分だけのオリジナル作品を作りながら、ものづくりの楽しさ
ややりがいを感じてもらう。 

→ 様々な素材や画材を用意することで、子どもたちの創作意欲
を引き出す。 

→ 作る時間を共有することで生まれる、子ども同士や大人との
コミュニケーションを大切にする。 



主な活動日程 
  

 ①7月16日（土） 将監児童館夏祭り（運営協力） 

 ②7月23日（土） いず・ちゅう祭 

 ③8月20日（土） 泉区民ふるさとまつり 

 ④9月25日（日） 泉ケ岳悠・遊フェスティバル 

 ⑤10月2日（日） 将監南町内ふれあいまつり 

 ⑥12月10日（土） 将監児童館ジェルキャンドル作り 



主なワークショップ内容 
 

 ・オリジナルうちわ作り 

 ・オリジナル缶バッジ作り 

 ・ジェルキャンドル作り 

 ・ボディペイント体験 



オリジナルうちわ作り 
 ・2016年7月23日（土） 

 いず・ちゅう祭 

  （泉中央ペデストリアンデッキ） 

  ・2016年8月20日（土） 

 泉区民ふるさとまつり 

  （七北田公園） 

  お祭りでそのまま使えるアイテ
ムとして「うちわ」を用いた。 

  子どもから大人まで自分だけの
作品作りを楽しんでもらえた。 





オリジナル缶バッジ作り 
 ・2016年9月25日（日） 

 泉ケ岳悠・遊フェスティバル 

  （オーエンス泉ヶ岳自然ふれあい館周辺） 

 ・2016年10月2日（日） 

 将監南町内ふれあいまつり 

  （将監南集会所） 

  自分の名前をスタンプしたり、いくつ
も作って並べてみるなど、作品だけで
なく取り組み方にも個性があふれた。 

  





ジェルキャンドル作り 

 ・2016年12月10日（土） 

 クリスマスジェルキャンドル作り 

  （泉区将監児童館） 

  昨年に引き続き、将監児童館の
行事として、小学生親子向けに
ジェルキャンドルの制作を企画。 

  今年はミニクリスマスカードの制
作も追加し、準備から指導までを
児童館と協力して行った。 





ボディペイント体験 

 ・2016年9月25日（日） 

 泉ケ岳悠・遊フェスティバル 

 （オーエンス泉ヶ岳自然ふれあい館周辺） 

  

  腕や顔に好きな絵柄の型紙を貼
り、ボディペイント用の絵具で色を
塗って完成。自分でできる子には自
分で挑戦してもらった。 





成果 
・子どもたちの「もっと作りたい」という声などから、子どもた
ちの創作意欲を引き出し、ものづくりの楽しさややりがいを
伝えることができた。 

・制作活動や、学生からの声掛けなどを通じて、親子間のコ
ミュニケーションや、地域の方々との世代間交流を促すこと
ができた。 

・Facebookでワークショップの様子を毎回発信することで、
各イベントの参加者以外の人にも、活動の様子を伝えるこ
とができた。 



課題と今後の展望 
 ・ワークショップの経験が、新たなものづくりへの意欲につ
ながるよう、充実したプログラム作りを行う。 

 

 ・大学生が地域へ出て貢献活動する際の参考になるよう
に、活動の記録や制作物について、まとめたものを公開す
る。 

  

 ・交流をもった地元地域の方々との絆を、社会に出た後も
大切にし、後輩たちにもつなげていきたい。 

  



いずみ絆プロジェクト支援事業を通して、
大学での学びを地域の中で実践しながら
地域貢献に活かすことができた。 


